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現在、世界のどこで、何をされていますか。

　今は米メリーランド州で夫と子ども３人と一緒に住んでいます。
　ずっと専業主婦をしていましたが、最近からパートとして働き始めました。

　地域の学区（教育委員会が担当する）を受け持って、町の日本語講師の代理講師として

働いているほか、マンツーマンで日本語を教えることもあります。人口４千人ほどの町で、

まさか日本語を教える機会があるとは、びっくりですね。

　この地域で日本語の授業がある学校は１校のみで、おそらくメリーランド州全体でも日本語の授業がある学校は４校

か５校しかないと思います。このように、日本語を使う機会があってとても楽しんでいます。ただ、だいぶ日本語を忘

れてしまったことが残念ですね。

　この春、ブーンズボロ高校のアテンドで９年ぶりに来日します。そして、私の希望は、家族と一緒に２０１７年の

夏にまた来日することです。

　そのときはぜひ西ノ島に行きたいと家族全員思っています。夫に会ったことがある人はいますが、まだ子どもを連れて西

ノ島に帰ったことはないので、子どもたちを皆さんに紹介するのが楽しみです。

　２０年も過ぎてしまったんですね！ハッピーな再会を楽しみにしています。よろしくお願いします！

西ノ島の皆さんに一言お願いします。

クリスティン・ダウフィン
１９９７年～２０００年

国際交流員２０年間の回想　

　　　　　　　　　　　　　　

　こんにちは！国際交流員のチェルシーです。今年度も国際交流員をやっておりますので、

よろしくお願いいたします！

　実は来年の夏（平成２９年）、西ノ島町の国際交流員１代目クリスティンさんが来町して

から、２０年目になります。来年の２０周年に向かい、先任者となる前国際交流員の皆さ

んに声をかけてみました。頂いたメッセージは下記のとおりです。
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現在、世界のどこで、何をされていますか。

　今は、米ボーイング社で働いており、入社してからおよそ１０年が経ちました。

この７年間は出張で日本にも数回行く機会がありましたが、主に名古屋、東京、

広島でした。一番最近の来日というと、去年７月の名古屋です。今年は予算削減に

負けないでどうにかしてまた日本に行けたらなと考えています。

　西ノ島に着任したのが１５年以上前なんて！あの時初めてフェリーに乗ったことを今も覚えています。（フェリー

くにがだったかしら？）クリスティンさんと一人目の担当者の真野さんと一緒だったのを覚えています。

　綺麗な青い水と、フェリーの隣に飛んでいた魚たちを見て畏敬の念を覚えました。 西ノ島のアパートに入居した

のも覚えています。

　役場の皆さんのおもてなしに感動してすごく歓迎されているなと思いました。例えば、冷蔵庫に食べ物をたくさ

ん入れてくれたこととか、ようこそと書いてある横断幕とか。懐かしいなぁ。

　子どもたちがもう少し大きくなったら日本に連れて行きたいなと、よく夫と一緒に話しています。その時は、日

本で行きたい場所のナンバーワンが西ノ島です！

西ノ島の思い出

現在、世界のどこで、何をされていますか。

　今は、オーストラリアの小さな会社で普通の事務の仕事をやっています。

　西ノ島は、全部なつかしいですね。もちろん、みやこでいろいろな方と話しながら飲んだこと、剣道を通してい

ろいろな方と出会って様々なことをやったこと、茶道の経験、クラブＮｏａｈでみんなとダイビングやったこと、

公民館の皆さんと一緒に仕事しながら習った事・・英会話や韓国語教室で出会ったみなさん、摩天崖までの散歩、

あちこちでの素潜り、おいしい海の幸、サザエご飯、アワビのバター焼き・・。あーもう言い切れないですね。

　もう十年もなりました。歳月というのは早いですね。みなさん、いかがお過ごしでしょうか。シドニーに来るこ

とがありましたら是非連絡ください。

西ノ島の思い出

西ノ島の皆さんに一言お願いします。

　

ギム・デゴン
２００６年～２００８年

　

ベッツィ・マイヤス
２０００年～２００２年
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　CIRとは、Coordinator for International Relations （和訳：
国際交流コーディネーター、いわゆる国際交流員）で、日本の総
務省、外務省、文部科学省、自治体国際化協会などが1987年か
ら行っている取り込み「JETプログラム」の一つの職種です。ち
なみに、同じ JET プログラムでも、学校で英語を教えるALT と、
オリンピック級の能力でスポーツを教えるSEAもいます。
　CIR は自国と日本の懸け橋として、日本各地の地方公共団体に配
置され、日本語力と異文化知識を活かし、通訳・翻訳、国際事業企画、
学校訪問などを通して住民と交流するのが仕事です。
　日本全国では JET青年が約4,786人おり、CIR が 372人に対して、
英語を教えるALTはなんと4,404人。スポーツのSEAが10人います。
　ちなみに、隠岐全島ではCIR が 2人、ALTが 5人活躍中です。
　隠岐でも身近な存在ですね！

これまでの西ノ島町の国際交流員（CIR）

これまで、西ノ島町で活躍していた国際交流員を紹介します！

約２０年の間にこの１０人が、たくさんのイベントや訪問を行いました！

アラーナ・クリストフ
２００４年～２００６年

ミッシェル・カニフ
２０１０年～２０１３年

ベッツィ・マイヤス
２０００年～２００２年

２代目

５代目

８代目

アシュリー・ブルックス
２００２年～２００３年

レイチェル・デルポゾ
２０１３年～２０１４年

ギム・デゴン
２００６年～２００８年

３代目

６代目

９代目

クリスティン・ダウフィン
１９９７年～２０００年

ラーナ・シムズ
２００３年～２００４年

ジェームス・ベル
２００８年～２０１０年

チェルシー・ゲイタ
２０１４年～

１代目

４代目

７代目

１０代目
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図書館システム導入によるお客様カードの再登録について

　平成２８年６月より新しく図書館システムを導入いたします。以降、貸出返却の手続

きがバーコードでの処理となり、それに伴い、利用者カードも変更いたします。お手数

をおかけしますが、再登録の手続きをしていただきますようお願いいたします。

新しいカードでの利用は６月からとなりますが、申込、登録は４月よりお受けします。

申込書は、中央公民館図書室及び事務所窓口、西ノ島町役場町民課窓口、別府支所窓口

に置いてあります。申込書の提出は中央公民館にお願いします。

～カードの記入の仕方～

○ 申込用紙は、１枚に１人

　ずつ書いてください。

○ 中学生以下のお子さんは

　保護者の方のお名前も

　ご記入ください。

☆ 生年月日、電話番号等、

　個人情報は、利用統計、

　諸連絡にのみ使用しま

　すので、ご記入をお願い

　します。

※新規登録の方も、

　同用紙で申込を

　受付けております。

お問合せ先　西ノ島町中央公民館 ( 西ノ島町教育委員会 )
　　　　　Tel　08514-6-0171 ／ Fax　08514-6-1028
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（
１
） 「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
中
に
結
婚
推
進
室
を
設
け
、
行
政
に
よ
る
主
体

的
な
結
婚
支
援
の
取
り
組
み
を
図
る
と
あ
る
が
、

取
り
組
み
の
具
体
策
に
つ
い
て

（
２
）
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
の
登
録
者
数
を
目
標
値

20
名
と
し
て
い
る
が
、
西
ノ
島
町
結
婚
推
進
協
議

会
設
置
要
綱
の
活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

（
１
） 

未
婚
率
の
上
昇
や
、
晩
婚
化
は
人
口
減
少
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
総
合
戦
略
に
お
い
て
も

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
を

３
本
柱
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

教
育
課
を
担
当
部
署
と
し
て
、
交
際
や
結
婚
を

促
す
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
男
女
の
お
し
ゃ
れ
の
仕

方
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
共
同
作

業
へ
の
参
加
な
ど
、
自
然
な
形
で
出
会
え
、
交
流

で
き
る
機
会
な
ど
を
提
供
し
、「
に
し
の
し
ま
赤

い
糸
物
語
事
業
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

　

結
婚
に
は
、「
収
入
の
壁
」、「
出
会
い
の
壁
」、「
心

の
壁
」
な
ど
三
つ
の
壁
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
収
入
の
壁
」
に
つ
い
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
・
畜
産
・
観
光
の
活
性
化
に
よ
り
雇
用
規
模
の
拡

大
を
図
る
と
共
に
地
域
資
源
を
活
か
し
た
雇
用
の
場

を
創
出
す
る
。
併
せ
て
妊
産
婦
の
出
産
、
育
児
に
対

す
る
不
安
や
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
共
働
き
で
も
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
「
出
会
い
の
壁
」
に
つ
い
て
は
、
結
婚
を
希
望

し
な
が
ら
出
会
い
の
機
会
が
少
な
い
た
め
、
ま
た
、

機
会
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
機
会
を
う
ま
く
利
用
で

き
な
い
た
め
に
、
結
婚
が
叶
わ
な
い
男
女
に
対
し
、

「
赤
い
糸
」
以
外
で
も
出
会
い
の
機
会
の
提
供
な

ど
を
行
う
事
業
を
色
々
な
方
の
意
見
も
い
た
だ
き

な
が
ら
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
「
心
の
壁
」
に
つ
い
て
は
、
独
身
の
男
女
に
「
結

婚
し
家
庭
を
持
つ
こ
と
の
意
味
や
素
晴
ら
し
さ
」

を
考
え
る
機
会
を
、
ま
た
、
そ
れ
に
触
れ
合
う
機

会
を
よ
り
多
く
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

（
２
） 

要
綱
は
平
成
４
年
に
策
定
さ
れ
、
当
時
、
町

内
居
住
の
後
継
者
の
結
婚
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
花
嫁
対
策
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
要
綱
制

定
時
に
協
議
会
を
一
度
開
催
し
た
も
の
の
、
そ
の

後
開
催
さ
れ
ず
有
名
無
実
化
し
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
構
成
の
人
員
も
多
く
、
充
て
職
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
機
動
的
な
組
織
で
は
無
い
た

め
、
新
た
な
組
織
と
し
て
立
上
げ
、
活
動
内
容
や

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
の
役
割
に
つ
い
て
の
協
議
、
情

報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
に
つ
い
て
は
、
町
内

の
事
業
所
、
団
体
、
一
般
の
方
々
を
対
象
に
公
募

や
個
別
の
協
力
依
頼
な
ど
に
よ
り
、
人
材
確
保
に

向
け
て
取
り
組
む
。

竹  谷  　実
議 員

安 達 静 香
議 員

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
と
地
域
活
性
化
に
対
す
る

効
果

（
２
）
今
後
の
増
員
予
定
と
期
待
す
べ
き
人
材

（
３
）
任
期
終
了
後
に
お
け
る
定
住
希
望
者
へ
の
具
体
的
支
援

（
１
）
現
在
５
名
が
活
動
中
で
あ
り
、
活
動
の
内

容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
業
務
や
柔
軟
な
発
想

と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
各
種
情
報
発
信
を
初

め
、
フ
リ
ー
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
公
共
施

設
の
有
効
活
用
、
デ
ザ
イ
ン
の
特
技
を
活
か
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
記
念
品
な
ど
の
製
作
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
ま
ち
お
こ
し
に
係
る
事
業
の
活
動
支
援
、

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
へ
の
参
画
、
各
事
業
所

で
の
研
修
な
ど
、
各
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
・

特
技
を
活
か
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
、
制
度
上
、
最

長
３
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り
年
間

４
０
０
万
円
の
財
源
措
置
が
あ
り
、
大
変
画
期
的

な
制
度
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

効
果
に
つ
い
て
は
、
都
会
か
ら
赴
任
し
た
隊
員
が

新
し
い
目
線
で
地
域
を
見
て
、
住
民
と
は
違
う
発
想
の

も
と
で
地
域
に
関
わ
る
こ
と
が
刺
激
を
与
え
、
地
域
お

こ
し
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

（
２
）
今
後
の
増
員
予
定
と
し
て
は
、
地
元
食
材

を
活
か
し
た
料
理
を
訪
れ
た
方
に
提
供
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
新
た
な
料
理
の
開
発
な
ど
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
調
理
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を

「
島
シ
ェ
フ
」
と
題
し
て
、
現
在
募
集
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
畜
産
振
興
や
定
住
施
策
の
充
実
を
図
る

た
め
、
相
談
業
務
や
受
入
れ
に
係
る
専
門
の
人
材

を
協
力
隊
と
し
て
募
集
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
な
ど
の

理
解
も
い
た
だ
け
る
よ
う
調
整
を
行
う
。

（
３
）
国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
に
対
す
る

財
政
支
援
措
置
の
中
に
は
、
定
住
に
必
要
と
な
る

研
修
、
資
格
取
得
、
活
動
拠
点
や
住
環
境
整
備
な

ど
に
要
す
る
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
最
終
年
次
、
任

期
終
了
翌
年
に
起
業
す
る
場
合
な
ど
は
、
起
業
に

要
す
る
経
費
が
１
人
当
た
り
１
０
０
万
円
上
限
と

す
る
支
援
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
財
政
支
援
措
置
も
踏
ま
え
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
定
住
に
向
け
て
の
意
向

や
準
備
状
況
に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
必
要
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
。
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口 村 光 房
議 員

（
１
）
国
賀
の
枯
れ
松
が
目
立
ち
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
入
る
前
に
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
セ
イ
ダ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
目
立
ち
、
島

Ｒ
Ｕ
Ｎ
の
時
期
に
開
花
し
、
西
ノ
島
の
イ
メ
ー
ジ

を
損
ね
る
。
在
来
の
草
花
を
駆
逐
す
る
の
で
環
境

省
の
平
成
27
年
発
表
の
「
生
態
系
被
害
外
来
種
リ

ス
ト
」
４
２
９
種
の
内
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
道

路
沿
い
に
成
育
し
て
い
る
の
で
、
春
か
ら
夏
の
間

に
葉
面
散
布
の
除
草
剤
で
駆
除
で
き
る
。
目
立
つ

所
か
ら
駆
除
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
う
。

（
１
）
国
賀
周
辺
の
枯
れ
松
は
、
道
路
沿
い
の
法
面

な
ど
に
散
見
さ
れ
、
景
観
を
損
ね
て
い
る
こ
と
や
道

路
管
理
の
面
か
ら
も
伐
倒
除
去
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
２
）
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
駆
除
方
法
と
し

て
は
、
根
か
ら
抜
き
取
る
方
法
や
刈
り
取
る
方
法
、

ま
た
、
除
草
剤
で
の
駆
除
な
ど
が
あ
る
。
一
番
効
果

的
な
の
は
、
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
が
効
果
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
固
有
の
動
植
物
が
生
息
す
る
地
域
で
除
草

剤
を
散
布
す
る
こ
と
の
影
響
や
、
放
牧
地
な
ど
で
牛

が
こ
の
草
を
食
べ
る
こ
と
、
ま
た
、
雨
に
よ
り
除
草

剤
が
流
出
し
た
場
合
の
牛
馬
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮

し
、
安
易
に
は
使
用
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

当
面
は
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
美
化
事
業
な
ど
に
よ
り
、
定
期
的
な
清
掃

や
草
刈
り
な
ど
に
よ
る
景
観
保
全
に
努
め
て
行
く
。

　

こ
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
な
ど
が
侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
あ
ら
た
め
て
広
報
誌
な
ど
で
町
民
に
周
知

し
、
駆
除
を
呼
び
掛
け
た
い
。

（
１
）
隠
岐
汽
船
の
運
賃
は
日
本
一
高
い
と
言
わ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
離
島
隠
岐
島
民
の
生
活
や
産

業
振
興
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
隠
岐
の
３
ヶ
町
村
に
よ
る
隠
岐
汽
船
運
賃

値
下
げ
補
助
制
度
の
経
緯
と
内
容
に
つ
い
て
。

（
２
） 

隠
岐
４
ヶ
町
村
が
足
並
み
を
揃
え
て
の
実
施
が
望
ま

し
い
が
、
揃
わ
な
か
っ
た
理
由
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

（
３
）
隠
岐
航
路
を
含
む
離
島
航
路
は
、
海
の
道

路
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
離
島
航
路
の
設
置
・
維

持
費
を
国
が
負
担
し
、
本
土
の
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
な
ど

の
旅
客
・
航
送
の
運
賃
並
に
す
る
こ
と
を
関
係
団

体
と
連
携
し
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）
隠
岐
航
路
運
賃
の
低
廉
化
対
策
に
つ
い
て
、

昨
年
５
月
に
隠
岐
４
町
村
か
ら
な
る
島
根
県
離
島

振
興
協
議
会
で
の
協
議
を
皮
切
り
に
、
隠
岐
４
町

村
独
自
の
運
賃
低
廉
化
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と

を
前
提
に
隠
岐
広
域
連
合
正
副
連
合
長
会
議
に
お

い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
検
討
の
中
で
島
民
・
観
光
客
を
含
む
全
利

用
者
を
対
象
に
補
助
を
実
施
す
る
と
莫
大
な
財
源

が
必
要
に
な
る
こ
と
や
、
新
た
な
法
案
成
立
に
向

け
、
国
に
働
き
か
け
る
意
味
で
も
、
ま
ず
は
継
続

可
能
な
範
囲
で
あ
る
島
民
の
み
を
対
象
と
し
、
往

復
乗
船
券
購
入
者
を
対
象
に
１
，
６
０
０
円
の
助

成
と
い
う
こ
と
で
概
ね
ま
と
ま
っ
た
。

（
２
）
隠
岐
４
町
村
で
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、

各
町
村
で
様
々
な
事
情
や
考
え
方
の
違
い
も
あ

り
、
最
終
的
に
は
３
町
村
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

他
町
村
の
施
策
に
、
ど
う
こ
う
言
う
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
各
町
村
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

（
３
）
国
に
対
し
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
強

力
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
隠
岐
島
４
町
村
の
共

通
認
識
と
な
っ
て
お
り
、
独
自
の
取
り
組
み
を
先

行
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
要
望
活
動
の
強
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、「
特
定
国
境
離
島
保
全
・
振

興
特
別
措
置
法
案
」
が
今
国
会
で
上
程
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
去
る
２
月
１
２
日
に
島
根

県
離
島
振
興
協
議
会
と
し
て
、「
国
境
離
島
新
法
」

の
早
期
制
定
に
つ
い
て
、
島
根
県
の
国
会
議
員
を

は
じ
め
、
公
明
党
・
民
主
党
な
ど
の
国
会
議
員
に

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
島
根
県
離
島
振
興
協
議
会
、
全
国

離
島
振
興
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
低
廉
化

に
向
け
て
積
極
的
に
働
き
か
け
て
行
く
。

中 上 哲 一
議 員

　

西
ノ
島
町
全
地
区
で
避
難
訓
練
し
た
時
、
地
区

ご
と
に
危
険
箇
所
を
上
げ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

本
町
の
津
波
避
難
計
画
は
、
平
成
25
、
26
年
度

の
２
年
間
に
わ
た
っ
て
全
地
区
の
計
画
策
定
を
終

え
て
い
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
即
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
に
地
区

住
民
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
避
難
場
所
や

避
難
ル
ー
ト
、
危
険
箇
所
等
意
見
を
出
し
合
い
、

避
難
計
画
が
作
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
計
画
策
定
や
訓
練
は
、
避
難
に
支
障
が

あ
る
箇
所
を
抽
出
し
整
備
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
安
全
に
避
難
す
る
た

め
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
ま
と

め
た
り
、
検
証
し
た
り
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
上
げ
ら
れ
た
危
険
箇
所

の
そ
の
後
の
対
応
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
避

難
計
画
の
中
で
、
避
難
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
箇

所
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
、

整
備
や
改
修
を
予
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

津
波
に
対
す
る
避
難
場
所
は
高
所
に
あ
る
た

中 上 省 三
議 員
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め
、
経
路
は
坂
道
や
石
段
で
あ
る
。
急
勾
配
の
通

路
や
石
段
に
手
摺
が
必
要
で
あ
る
。

　

津
波
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
ど
の
地
区
で

も
高
台
に
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
で
き
る
場
所
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
地
震
の
規

模
や
発
生
位
置
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
、
到
達
時
間

が
ま
ち
ま
ち
と
な
る
た
め
、
避
難
の
仕
方
も
臨
機

応
変
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
各
地
区
で
も
日
頃
か
ら
様
々
な
想
定

の
も
と
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
住
民
の
安
否
確
認
の

方
法
を
話
し
合
う
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
避
難
経
路

や
避
難
場
所
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

現
在
、
設
定
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
固
定
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
手

摺
り
の
整
備
を
す
る
と
な
っ
た
場
合
、
全
町
で
か

な
り
の
箇
所
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
山
の
上

ま
で
手
摺
り
を
付
け
る
と
い
う
の
は
現
実
的
で
は

な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
想
定
さ
れ
て

い
る
浸
水
区
域
の
中
に
必
要
と
す
る
箇
所
が
あ
る

場
合
は
、
地
区
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　

（
１
）
平
成
27
年
３
月
策
定
の
「
地
域
福
祉
計
画
」

の
中
で
高
齢
者
の
住
ま
い
整
備
の
項
目
に
「
サ
ー

小 島 正 春
議 員

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
施
設
以
外
の
新

た
な
高
齢
者
の
住
ま
い
に
つ
い
て
の
構
想
を
確
立

す
る
」
と
あ
り
、
行
政
が
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、

「
事
業
所
と
連
携
し
て
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

新
た
な
高
齢
者
の
住
ま
い
構
想
を
確
立
し
ま
す
」

と
あ
る
が
、
策
定
後
１
年
経
過
し
た
中
で
現
在
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

（
２
）
老
朽
化
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
。

（
１
）
町
内
に
は
高
齢
者
施
設
と
し
て
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
入
所
要
件
が
異
な
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
原
則
、
要
介
護
３
以

上
の
重
度
の
要
介
護
者
で
あ
り
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
課
税
世
帯
で
軽
度
の
要
介
護
状
態
に
あ
る
者

が
、
在
宅
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
際
に
町
内
に
入

所
で
き
る
施
設
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

な
ど
、
新
た
な
住
ま
い
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、需
要
見
込
み
に
つ
い
て
は
、実
際
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
情
況
把
握
な
ど
、
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
で
引

き
続
き
検
討
し
て
行
く
。

（
２
）
現
在
の
和
光
苑
は
昭
和
59
年
に
建
設
さ
れ
、

老
朽
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

和
光
苑
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
主
体
は
「
福
祉

会
」
で
あ
り
、
現
在
、
ベ
ッ
ド
数
・
居
室
区
分
（
個

室
・
多
床
室
・
ユ
ニ
ッ
ト
化
）・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・

　

岡
山
県
津
山
市
が
平
成
16
年
度
か
ら
「
め
ざ
せ

元
気
!!
こ
け
な
い
か
ら
だ
講
座
」
を
開
催
し
、
週

１
回
体
操
を
実
施
し
て
お
り
、
目
に
見
え
る
効
果

を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
が

主
導
で
実
施
し
、
行
政
は
、
備
品
の
貸
し
出
し
や
、

会
場
の
光
熱
費
補
助
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し

て
い
る
た
め
、
各
団
体
の
自
発
的
な
発
想
が
活
動

の
継
続
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一
次
介
護
予
防
事

業
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

津
山
市
の
成
功
事
例
を
詳
細
に
検
証
し
、
当
町

で
も
早
急
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

津
山
市
で
行
わ
れ
て
い
る
講
座
は
、
高
知
市
で

始
ま
っ
た
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
改
編
し

た
も
の
で
、
高
知
市
の
理
学
療
法
士
が
「
安
全

か
つ
効
果
的
で
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
運
動
メ

ニ
ュ
ー
」
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

中 濵 堯 介
議 員

　

島
根
県
に
お
い
て
は
、
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
の
実
践

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い

る
健
康
サ
ロ
ン
や
体
操
教
室
、
会
食
交
流
会
な
ど

で
、
転
倒
・
骨
折
予
防
の
た
め
の
体
操
を
取
り
入

れ
、
普
及
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
は
、
医
学
的
見
地
に
基
づ
き
、
安
全
か
つ

効
果
的
に
進
め
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
、
隠
岐
島
前
病
院
の
医
師
及
び
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
関
係
者
で
学
習
の
機
会
を

持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

重
錘
バ
ン
ド
を
活
用
し
た
津
山
方
式
に
つ
い
て

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
町
に
合
っ
た
や
り
方
を

検
討
し
、「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
の
場
な

ど
で
協
議
し
て
行
き
た
い
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
併
設
機
能
、
財
源
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
は
具
体

案
が
示
さ
れ
た
後
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
行

き
た
い
。

尾﨑　満
議 員

（
１
）
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
公
の

施
設
の
管
理
を
効
果
的
、効
率
的
に
行
う
た
め
「
指

定
管
理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
。
本
町
で
も
平

成
17
年
条
例
制
定
後
、
数
多
く
の
町
有
施
設
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

① 

町
財
政
の
軽
減
効
果
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② 
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
も
含
め
制
度
導
入
後
の
評
価

③ 
条
例
事
項
の
適
正
化

（
２
）
選
定
委
員
会
組
織
が
行
政
職
、
議
会
代
表

者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
外
部
委
員
を
参

加
さ
せ
審
査
の
透
明
性
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

（
３
）
指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
で
あ
る
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
総
合
的

に
検
証
す
る
た
め
、
外
部
委
員
も
参
加
し
た
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
審
査
結
果
を
町
民
に
公

表
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
１
）
① 

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
し
た
行
財
政

改
革
が
平
成
９
年
頃
か
ら
本
格
化
し
、
老
人
ホ
ー

ム
を
初
め
、
バ
ス
事
業
や
公
共
施
設
の
管
理
運
営

な
ど
、
順
次
、
管
理
委
託
を
行
い
、
事
務
事
業
の

見
直
し
と
職
員
定
数
の
適
正
化
を
図
り
、
町
財
政

の
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
て
き
た
。

　

現
在
、
指
定
管
理
さ
れ
て
い
る
施
設
の
ほ
と
ん

ど
は
、
管
理
委
託
か
ら
法
律
改
正
に
伴
い
、
指
定

管
理
の
移
行
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
指
定
管
理

に
移
行
後
も
人
件
費
を
中
心
に
管
理
委
託
と
ほ
ぼ

同
様
の
効
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

② 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
係
る
評
価
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
評
価
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
今
後

は
施
設
に
よ
っ
て
は
、
評
価
制
度
な
ど
の
導
入
に

つ
い
て
も
必
要
性
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

③ 

業
務
報
告
の
聴
取
や
事
業
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
管
理
の
施
設
な
ど
を
除
く
指
定

管
理
者
か
ら
は
、
概
ね
決
算
書
等
の
提
出
は
あ
る

が
、
管
理
業
務
の
実
施
状
況
な
ど
の
事
業
報
告
書

は
、
施
設
に
よ
っ
て
は
未
提
出
の
も
の
も
あ
り
、

適
正
な
処
理
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
報
告

内
容
な
ど
の
指
導
を
徹
底
さ
せ
る
。

（
２
）　

民
間
事
業
者
の
受
け
皿
が
乏
し
く
、
施
設

に
よ
っ
て
は
限
定
さ
れ
て
い
る
等
、
地
理
的
条
件

か
ら
応
募
者
も
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
選
定
委
員

会
に
よ
る
選
定
の
み
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

議
会
の
承
認
も
必
要
で
あ
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
る

と
、
現
段
階
で
は
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
行
政
や
外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
評

価
委
員
会
の
立
ち
上
げ
と
評
価
結
果
の
公
表
に
つ

い
て
は
、
評
価
制
度
導
入
の
検
討
と
関
連
す
る
こ

と
で
あ
り
、
併
せ
て
検
討
す
る
。

議
会
活
動
日
誌

　

隠
岐
島
前
高
校
卒
業
式

　

町
議
会
３
月
定
例
会
（
５
日
間
）

　

町
議
会
総
務
福
祉
常
任
委
員
会
審
査
（
４
日
間
）

　

町
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
（
４
日
間
）

　

例
月
出
納
検
査

　

西
ノ
島
中
学
校
卒
業
式

　

西
ノ
島
小
学
校
卒
業
式

　

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
総
会

　

町
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

隠
岐
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　

シ
オ
ン
保
育
園
卒
業
式

　

島
前
町
村
組
合
議
会
定
例
会

　

隠
岐
島
前
森
林
復
興
公
社
理
事
会
・
総
会

　

西
ノ
島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
図
書
館
構
想
検
討
委
員
会

　

西
ノ
島
町
交
通
安
全
対
策
会
議

　

隠
岐
島
前
高
校
入
学
式

　

水
産
祭

　

西
ノ
島
中
学
校
入
学
式

　

西
ノ
島
小
学
校
入
学
式

　

例
月
出
納
検
査

　

島
前
体
育
協
会
役
員
会

　

町
議
会
総
務
福
祉
常
任
委
員
会
町
外
先
進
地
視
察

　

西
ノ
島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
図
書
館
構
想
検
討
委
員
会

　

西
ノ
島
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

　

西
ノ
島
町
体
育
協
会
理
事
会

　

和
光
苑
建
設
委
員
会

　

国
賀
神
社
祈
願
祭

３月４月

　
　

西
ノ
島
町
議
会　

広
報
調
査
特
別
委
員
会
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４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、「
広
げ
よ
う　

事
故
ゼ
ロ
し
ま
ね
の　

思
い
や
り
」
を
運
動
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
４
月
６
日
、
15
日
に
通
学
路
を
主
と
し

た
街
頭
指
導
、
14
日
に
は
み
た
保
育
園
児
が
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ん
に
交
通
安
全
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
り
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
「
ち
び
っ
子
お
ま

わ
り
さ
ん
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
15
日
に
は
、
交

通
安
全
対
策
会
議
委
員
・
島
前
交
通
安
全
協
会
・
み
た

保
育
園
・
シ
オ
ン
保
育
園
な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ
る
交
通

安
全
テ
ン
ト
村
を
実
施
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
住

民
の
皆
様
に
交
通
安
全
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

4/15

3/24

　

４
月
９
日
（
土
）、
由
良
比
女
神
社
に
て
毎
年
恒
例

の
水
産
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
桜
も
見
ご
ろ
を
迎
え
る

な
か
、
豊
漁
と
安
全
操
業
を
祈
願
す
る
神
事
が
執
り
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
鏡
開
き
や
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
餅
ま
き
で
は
、
大

変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
子

供
た
ち
の
た
め
に
は
お
菓
子
も
準
備
さ
れ
て
お
り
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
豊
漁
と
漁
業
関
係
者
の
皆
様
の
安
全
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

4/9

　

３
月
24
日
（
木
）
に
西
ノ
島
小
中
学
校
新

校
舎
の
定
礎
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
28
年
２
学
期
か
ら
の
供
用
開

始
に
向
け
、
引
き
続
き
駐
車
場
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
に
関
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

恒
例
の
餅
ま
き

鏡
開
き

▲

▲
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Enjoy

Nishi
noshi

ma!

　春から夏の国賀海岸で特によく見かける鳥といえば、写真の「アマツバメ」でしょう。数十羽が飛びなが
ら集まって「ビュルルル…」と鳴き交わしたり、人の目線の高さをすごいスピードで駆け抜けたり、みなさ
んも一度は目にしたことがあるのではないでしょうか？
　実はこのアマツバメ、ツバメとは全く違う進化の道をたどった鳥です。飛行速度は鳥の中でもトップクラ
ス（約150km）。さらに、脳を左右半分ずつ眠らせながら飛び続け、一生のほとんどを空で過ごすというす
ごい鳥です。ツバメとの違いは翼の形がより鎌状であることと、陽を浴びると白い腰がよく目立つことです。
崖地で子育てをするため、アマツバメに
とって国賀海岸はとても良い環境です。
秋には南へ旅立ってしまいますが、その
前に彼らの素晴らしい飛行能力を目にし
てみませんか？（by 江崎）

西ノ島の自然の魅力 Vol.4　『ツバメではないツバメ』

　 ５月上旬 　隠岐の島町

　 5月3日（火） 　隠岐の島町

5 月５日（木） 　鬼舞展望所周辺

5月14日（土） 　隠岐の島町

5月15日（日） 　隠岐の島町

5月28日（土）～30日（月） 　隠岐４島　※5/29西ノ島町コース

隠岐の４島を回って隠岐の良さを再発見しましょう！

4月20日～6月上旬の期間、西ノ島町国賀浜の観音岩（ローソク岩）の夕陽がとても綺麗です！
家族や友人と一緒にピクニックをしながら、夕陽百選に選ばれた夕陽を鑑賞しましょう！

　今年も国賀開きフェスタで観光シーズンが始まりました。期間中は様々なイベントを開催し、島内外からたくさ
んの方が由良比女神社での夜桜のライトアップと夜神楽特別公演などを楽しみました。ドイツやフランスやオース
トラリアからもお客さんが訪れ、神社で隠岐・西ノ島の文化に触れました。別府港では「じょんじょん」による歓
迎太鼓も人気でした。
　４月１０日（日）には、国賀浜を会場に「隠岐・西ノ島ビーチクリーンフェス２０１６」が開催されました。
　昨年は雨天で延期となりましたが、今年は薄曇りでとても掃除のしやすい天気となりました。
　昨年を上回る約１５０名のボランティアが集まり、また、今年は島根大学の学生や鳥取県から山陰海岸ジオパー
ク関係者と合わせて２０名程の島外参加者があるなど、約２時間の作業で漂着ごみだらけの海岸は、本来の美しい
国賀海岸に蘇りました。掃除の後は漂着ごみに関するワークショップで知識を深
め、サザエカレーや大鍋・旬の岩がきが振る舞われました。当日は至らぬ点も多
く、ご不便をお掛け致しましたが、貴重な休日にご参加頂きありがとうございま
した。今回ご参加頂いたボランティアの皆様には紙面をお借りして御礼申し上げ
ます。来年も是非ご参加下さい。
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島前病院だより
新しく島前病院で働く８名を紹介します。どうぞよろしくお願いします。

畑
はたなか

中聡
さ と し

志
理学療法士

奥
おくもと

本結
ゆ か

花
調 理 師

出　
　

身　

西
ノ
島
町

趣　
　

味　

調
理
、
お
酒

『
た
の
し
い
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
に
で
も
誘
っ
て
下
さ
い
!!
』

出　
　

身　

松
江
市

趣　
　

味　

ド
ラ
イ
ブ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
晩
酌

『
ド
ラ
マ
「
D
ｒ
．
コ
ト
ー
診
療
所
」
の
影
響

も
あ
り
西
ノ
島
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
新
し
い

環
境
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

倉
くらかみ

上朱
あ か り

莉
事 務

間
あいだ

 康
こういち

一
理学療法士

出　
　

身　

西
ノ
島
町

趣　
　

味　

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と

『
隠
岐
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
ま
た
遠

方
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
誠
心
誠
意
尽

力
し
て
参
り
ま
す
。』

出　
　

身　

海
士
町

趣　
　

味　

絵
を
描
く
こ
と

『
今
年
度
か
ら
、
島
前
町
村
組
合
の
職
員
と
し

て
島
前
病
院
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

山
やまぐち

口庸
よ う こ

子
看 護 師

濱
はまさき

崎雅
まさふみ

文
医 師

出　
　

身　

浜
田
市

趣　
　

味　

散
歩

『
県
立
中
央
病
院
で
初
期
研
修
を
終
え
、
４
月

か
ら
こ
ち
ら
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
皆
様
の
力
を
借
り
て
少
し
ず
つ
成
長

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。』

出　
　

身　

茨
城
県

趣　
　

味　

旅
行
、
温
泉
、
食
べ
る
、
水
泳
、　

ラ
ン
ニ
ン
グ

『
自
然
豊
か
な
隠
岐
で
生
活
で
き
る
こ
と
が

楽
し
み
で
す
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

岡
おかむら

村智
と も み

美
看 護 師

横
よこやま

山喜
き こ

子
看 護 師

出　
　

身　

神
奈
川
県

趣　
　

味　

旅
行
、
ド
ラ
マ
鑑
賞

『
学
生
の
頃
よ
り
憧
れ
て
い
た
離
島
医
療
に
看

護
師
と
し
て
携
わ
れ
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
な
が

ら
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
新
し
い
こ
と
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。』

出　
　

身　

広
島
県

趣　
　

味　

映
画
鑑
賞

『
島
の
方
々
の
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

　

こ
の
度
、
隠
岐
島
前
病
院
の
正
面
玄
関
の

ス
ロ
ー
プ
と
救
急
車
患
者
搬
入
口
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
正
面
玄
関
横
の
ス
ロ
ー
プ
側

入
り
口
は
自
動
ド
ア
に
改
修
し
、
雨
な
ど
に

濡
れ
な
い
よ
う
屋
根
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
患
者
搬
入
口
は
屋
根
、
囲

い
を
し
、
患
者
の
皆
様
が
雨
等
に
濡
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
救
急
車
患
者
搬
入
口
は
、
従
来
ど
お

り
、
救
急
車
で
来
ら
れ
た
方
、
専
用
で
す
の
で
、

救
急
車
を
利
用
さ
れ
な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お

り
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
等
、
正
面
玄
関
が
開
か
な
い

場
合
に
は
、
ス
ロ
ー
プ
側
の
入
り
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
イ
ン
タ
ー
フ
ォ

ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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健康福祉課
社会福祉士

町 民 課
主 事

氏　
　

 

名　

上う
え
だ田　

健け
ん
ご悟

出　
　

身　

松
江
市

趣　
　

味　

サ
ッ
カ
ー
、
ゲ
ー
ム

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

松
江
市
か
ら
西
ノ
島
町
に
来
ま
し
た
。

　

西
ノ
島
町
の
自
然
に
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
西
ノ
島
町
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏　
　

 

名　

堀ほ
り
え江　

攝せ
つ
や八

出　
　

身　

出
雲
市

趣　
　

味　

エ
ア
ソ
フ
ト
、
水
泳

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

西
ノ
島
に
や
っ
て
き
て
か
ら
、
人
と
の

つ
な
が
り
の
強
さ
、
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
西
ノ

島
の
人
た
ち
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域振興課
主 事

氏　
　

 

名　

林は
や
し　

麻ま

り

こ
里
子

出　
　

身　

神
奈
川
県

趣　
　

味　

手
芸
、
着
物
、
ラ
テ
ン
音
楽

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
「
西
ノ
島
」
を
、
日
本

全
国
に
（
世
界
に
も
!?
）
知
っ
て
も
ら
い

た
い
！
そ
ん
な
気
持
ち
で
観
光
商
工
係
の

仕
事
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
や
る
気
だ
け
は
一
人
前
で
す
。
よ
ろ

し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
！

地域振興課
主 事

氏　
　

 

名　

舩ふ
な
こ
し越　

俊と
し
ふ
み史

出　
　

身　

広
島
県 

広
島
市

趣　
　

味　

読
書
、
音
楽
鑑
賞

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

西
ノ
島
町
に
来
た
時
の
印
象
は
、ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
重
な
り
ま
し
た
。
壮
大
な
自

然
に
港
町
、
微
笑
み
が
絶
え
な
い
町
民
、

全
て
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
日
本
の
原
風

景
と
も
言
え
る
西
ノ
島
町
を
世
界
に
発
信

出
来
る
職
員
と
な
り
、
住
民
目
線
に
立
っ

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
行
え
る
職
員
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

みた保育園
保 育 士

氏　
　

 

名　

木き

ば

の
場
野　

雄ゆ
う
ご吾

出　
　

身　

宮
崎
県

趣　
　

味　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

西
ノ
島
と
い
う
自
然
豊
か
な
場
所
で
夢
で

も
あ
っ
た
保
育
士
と
い
う
仕
事
を
す
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

みた保育園
保 育 士

氏　
　

 

名　

藤ふ
じ
わ
ら原　

功こ
う
た大

出　
　

身　

岡
山
県

趣　
　

味　

ヨ
ッ
ト
、
野
球
、
空
手

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

岡
山
県
か
ら
西
ノ
島
に
き
ま
し
た
。
西
ノ
島

の
自
然
豊
か
な
場
所
で
す
ご
く
癒
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
自
分

も
い
い
先
生
に
な
れ
る
よ
う
日
々
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

明
る
く
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

みた保育園
保 育 士

氏　
　

 

名　

菅す
が
わ
ら原　

祐ゆ
う
か佳

出　
　

身　

岩
手
県

趣　
　

味　

読
書
、
お
絵
描
き

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

島
の
あ
り
方
に
魅
力
を
感
じ
、
東
北
か

ら
来
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

た
く
さ
ん
引
き
出
せ
る
よ
う
に
日
々
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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今年は新たに男の子８名、女の子３名が入学しました。みなさん、どうぞよろしくお願いします。

狂犬病予防注射のお知らせ
　狂犬病予防法により生後3ヶ月以上のすべての犬は、毎年、狂犬病予防注射を受けなければなりません。
　また、新たに犬を飼い始めた飼い主の方は、犬の登録も必要になります。
　下記の日程で狂犬病予防注射を行いますので、必ず受けてください。

（手数料）
①予防注射だけを受ける場合・・・
②登録と予防注射を受ける場合・・
③既に予防注射を受け予防注射済票のみ受け取る場

合・・
　　　★おつりのいらないようお願いいたします。

○現在、登録されておられる飼い主さんの変更や犬
が死んでしまった時など、登録情報に変更があった
場合、また、病気などのため接種ができない場合は
お知らせ下さい。

○今回注射できない場合は、最寄りの動物病院で予
防注射をしていただき、「狂犬病予防注射済証」を
浦郷シルバー会館（地域包括支援センター）にご持
参下さい。

○既に予防注射を受けた方も、当日会場もしくは後
日浦郷シルバー会館まで「狂犬病予防注射済証」を
ご持参下さい。

受 　付　 時　 間 場　　　　　　所

１２：２０～１２：５０ 県集合庁舎（別府）

１３：５０～１４：００ 物井公会堂前

１４：１０～１４：２０ 大山会館前

１４：３０～１４：４５ 老人福祉センター前

１４：５０～１５：１０ 船越公会堂前

１５：２０～１５：５０ 浦郷警察署前

１６：００～１６：１０ 赤ノ江公民館前

１６：２０～１６：３０ 珍崎バス停付近

１６：４０ 三度もーもー館前
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　来月（６月）のがん検診は…女性対象の乳がん検診です。島根県環境保健公社による検診車での検
診になります。年に1度の集団健診となっています。普段からのセルフチェックに加えてこの機会
をご利用ください。

① 事前に役場へ申し込む　：　健康福祉課（６- ０１０４）に電話でお申し込みください。

※4月1日現在で４０・４５・５０・５５・６０歳の女性の方には無料クーポンを事前に郵送いたします。
　受診の際には無料クーポンを忘れずにお持ちください。

●　申し込み順にご希望の日程と時間を30分単位に振り分けさせていただきます。

●　住所（番地）、氏名、生年月日、電話番号をお聞きします。

② 検診前日にセルフチェック　： 検診当日は視触診はありませんので、４月に配布しています、

　　　　　　　　　　　　　　　 平成２８年度各種検診についての裏面を参考にしながら

　　　　　　　　　　　　　　　 セルフチェックをしましょう。

③ 検診当日は、

　　　 　→　 （役場保健師が担当）　→　 （マンモグラフィー：乳房エックス線検査）

④ 終了　：　結果は１ヶ月半後に個別で通知します。

月　日 時　間 会　場

６月20日（月） 13：30 ～ 18：30 美田児童館

６月21日（火）
　 8：30 ～ 1 ２：00

13：30 ～ 18：30
中央公民館

６月22日（水）   9：00 ～ 14：00 黒木公民館

※夕方の時間帯も実施していますので、ぜひご利用ください。
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　平成２７年度に町内の空き家について、所有者の皆様をはじめ各地区の皆様の協力をいただきながら

調査を行った結果、全体で２６０戸の空き家がある結果となりました。

　空き家の判定にあたっては、建物構造や老朽状況、家屋周辺状況等について点数化し、総合的に危険

度までを専門業者が判定していく方法により調査を行っています。

　この判定基準では、基準を超えた空き家については使用困難な空き家とし、基準を下回るものについ

ては使用可能な空き家と分類しております。

　町では今後、空き家バンクのシステムを構築し、運用していくこととしています。運用にあたっては、

はじめに空き家バンクへの登録を希望する空き家所有者の方に登録申請を行っていただき、物件の画像

や特徴などの家屋情報を広く公開していくこととなります。その後、公開された物件情報を基に、賃貸

または購入を希望される方が空き家所有者と交渉していくこととなります。

　＊空き家バンク情報の閲覧は誰でも可能ですが交渉等をしていく場合には利用者登録が必要です。

　

　空き家バンクに公開される物件はすべての空き家物件ではなく、所有者の皆様が空き家バンクへの登録

可否について検討していただき、希望される場合には登録制により情報提供していくこととしています。

　事前に空き家の活用についてアンケート調査を実施しましたところ、売買３２件、賃貸３５件の回答

を頂いているところです。この物件につきましては家屋状況を勘案しながら空き家バンクへの登録作業

を適時進めていきます。

　空き家は所有者の皆様の大事な資産です。物件管理は所有者等の責任において行われるべきものです

ので、近隣の住民の皆様へ迷惑がかかることのないよう適正な管理にご理解とご協力をお願いいたしま

す。また、空き家の活用方法や解体に関する相談などにつきましては、地域振興課（電話０８５１４－

７－８１３１）までお問い合わせください。

宇　賀　地区 １０戸 大　津　地区 １５戸

倉ノ谷　地区 １３戸 小　向　地区 　６戸

物　井　地区 １２戸 船　越　地区 １３戸

別　府　地区 １４戸 浦　郷　地区 ３７戸

美田尻　地区 １３戸 赤ノ江　地区 １５戸

大　山　地区 １７戸 珍　崎　地区 ２４戸

波　止　地区 １８戸 三　度　地区 ４７戸

市　部　地区 　６戸 　
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特
設
人
権
・
行
政
相
談
所
と
は
、
広
く
住
民

の
方
に
人
権
・
行
政
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
各
地
域
で
特
設
人
権
・
行
政
相
談
所
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
内
、
職
場
内
あ
る
い
は
、
近
隣
関
係
に
お

け
る
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
、
相
続
な
ど
の
法
律

問
題
等
何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
り
ま
す
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
は
左
記
表
の
と
お
り
「
特
設
人

権
・
行
政
相
談
所
」
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

開設日 場　　所 時　　間

６月３日（金） 美田児童館

１０時  ～  １２時

９月２日（金） 浦郷シルバー会館

１０月１７日（月） 浦郷シルバー会館

１２月２日（金） 黒木公民館

３月３日（金） 赤ノ江公民館

※１０月１７日（月）は行政相談所のみの開設となります。

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

出
願
期
間
に
つ
い
て
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
２-

２
８-

５
５
０
０
）
ま
で
ご
請

求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の
整
備
等

に
助
成
を
行
う
事
業
で
す
。

　

隠
岐
島
前
神
楽
保
存
会
で
は
、
こ
の
事
業
を

活
用
し
て
神
楽
の
衣
装
等
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
町
内
で
行
わ
れ
る
神
事
や
イ

ベ
ン
ト
等
の
際
に
精
力
的
な
活
動
さ
れ
て
お
ら

ま
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
し
ま
ね
版
特
区
」
は
、
み
な
さ
ん
が
地
域

の
活
性
化
の
た
め
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
が

様
々
な
規
制
に
よ
り
実
施
が
困
難
な
と
き
に
、

規
制
の
特
例
措
置
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
事
業
を
は
か
る
制
度
で
す
。

　

市
町
村
、
民
間
事
業
者
な
ど
、
ど
な
た
で
も

申
請
可
能
で
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　

５
月
16
日
（
月
）
〜
５
月
30
日
（
月
） 

▽
問
い
合
せ
先

　

島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課　
　
　
　

　

電
話
０
８
５
２
・
２
２
・
６
２
３
４

【
入
学
説
明
会
・
相
談
会
】

　

日
時　

６
月
26
日
・
８
月
７
日
・
９
月
４
日

　

場
所　

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
第
２
講
義
室

　

内
容　

概
要
説
明
・
履
修
相
談
等

　

※
10
時
〜
、
14
時
〜
の
２
回

　
　

問
い
合
わ
せ
は　

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
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５
月
分
の
納
期
限
は
５
月
31
日(

火
）
で
す
。

（
定
期
口
座
振
替
日
は
５
月
30
日
（
月
）、
再
振

替
日
は
６
月
10
日
（
金
）
で
す
。）

　

納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ
き

今
一
度
、
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
税
等
に
は
納
め
忘
れ
が
な
い
、『
口
座
振
替
』

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

納
付
等
に
関
す
る
相
談
は
町
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
の
納
期
限
は
５
月

31
日
（
火
）
で
す
。

　
（
定
期
口
座
振
替
日
は
５
月
30
日
（
月
）、
再

振
替
は
６
月
10
日
（
金
）
で
す
。

　

水
道
料
金
等
に
は
納
め
忘
れ
が
な
い
、『
口
座

振
替
』
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
整
備
課
６
‐
１
７
４
８
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■雨天の場合
・当日朝６時半に中止の放送をします。
・清美苑は開きませんのでご注意ください。
・５月２２日（日）に改めて行いますので　ご協力いただきますようお願いします。

■全町一斉清掃のごみ搬入に関する注意事項
　ごみ焼却場「清美苑」にごみ等を搬入される際、次の事項にご注意ください。
①搬入の際は、必ず係員の指示に従ってください。
②可燃ごみと不燃ごみをきちんと分別してください。
③草木は、ごみ焼却場「清美苑」の敷地内に置き場を用意してありますので、係員の指示に従って搬入
してください。
④搬入出の際に、必ず計量を行ってください。（２回の計量）
⑤漂流物等の小物は袋に入れてください。また、ロープ等は持てる重さにくくり、搬入してください。
⑥搬入に際しては、一斉清掃である旨を必ず告げてください。

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成
28
年
６
月

１
日
現
在
で
、「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て

の
事
業
所
及
び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
紙
の
調
査
票
で
ご
回

答
い
た
だ
け
ま
す
。

　

調
査
は
、「
調
査
員
に
よ
る
調
査
」
と
「
国

及
び
県
に
よ
る
調
査
」
の
二
つ
の
方
法
で
行
い

ま
す
。

　
「
調
査
員
に
よ
る
調
査
」
は
、
事
業
所
を
調

査
員
が
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
直
接
配
布
し
て

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
「
国
及
び
県
に
よ
る
調
査
」
は
主
に
支
社
等

を
有
す
る
企
業
の
本
社
宛
て
に
調
査
書
類
を
郵

送
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
企
業
又
は
組
織
全

体
の
内
容
と
と
も
に
、
支
社
等
ご
と
の
従
業
者

数
や
売
上
金
額
な
ど
に
つ
い
て
も
、
本
社
等
に

お
い
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

回
答
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
の
保
護
に
は
万

全
を
期
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　TEL. 6-1211　FAX.6-1212

農林水産係　TEL. ７-8777　定住促進係・観光商工係   TEL. ７-8131

　TEL.6-0450　FAX.2-2247

別 府 支 所   TEL. ７-8101　　　　　   地域振興課   FAX. ７-8025

　TEL.6-1748  FAX.6-0186

　 TEL. 6-0171　FAX.6-1028

町長が町民の皆様のご意見、ご要望をお聞きするための FAX.6-1819

TEL.6-1182　FAX.6-1183

　TEL.6-0105　　 　TEL.6-0103　　 　TEL.6-0104

　TEL（08514）6-0101　FAX　6-0683

※町内無料電話を利用する場合、番号の頭に「５」をつけて電話すると無料電話になります。

　TEL.6-1338(FAX兼用 )

（浦郷シルバー会館）

　

関
西
在
住
の
本
町
出
身
者
が
集
う
、「
近
畿
国
賀
会
総
会
」
が
次
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
国
賀
会
に
参
加
さ
れ
る
方
の
費
用
の
一
部
を
助
成
い
た

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

１
．
日　

時
：
６
月
１２
日
（
日
）
12
時
〜
15
時
（
11
時
よ
り
受
付
）

２
．
場　

所
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
中
央
区
馬
場
町
２-

24
）

　
　
　
　
　
（
最
寄
駅
、
Ｊ
Ｒ
森
ノ
宮
駅
、
地
下
鉄
森
ノ
宮
駅
、
地
下
鉄
谷
町

　
　
　
　
　

四
丁
目
駅
）

３
．
助
成
対
象
費
用
：
①
総
会
会
費 

②
大
阪
ま
で
の
運
賃
／
乗
車
代(

往
復) 

（
実
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
フ
ェ
リ
ー(

二
等)

乗
船
代(

往
復)

（
実
費
）

４
．
助
成
対
象
人
員
：
３
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
い
た
し
ま
す
）

５
．
申
込
締
め
切
り
：
５
月
19
日
（
木
）

６
．
お
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課　
（
６
）
０
１
０
１

郷土出身力士情報
　本町出身力士、隠岐の岩（八角部屋）さんが、３月場所で５勝２敗という好成績をおさめました。

　番付も東三段目７９枚目から西三段目５０枚に上げ、５月場所に臨みます。

　今後とも応援のほど、お願いいたします。

千

秋

楽

－

十
四
日
目

○

十
三
日
目

－

十
二
日
目

○

十
一
日
目

－

十

日

目

●

九

日

目

－

八

日

目

○

七

日

目

－

六

日

目

○

五

日

目

－

四

日

目

－

三

日

目

●

二

日

目

－

初
　
　
　
日

○

番

付

隠岐の岩（八角） 東三段目７９枚目
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お食事処　　電話６-０４０１

５月の営業時間についてお知らせ
　昼：ＡＭ11：30～ＰＭ2：00
　夕：ＰＭ5：30～ＰＭ8：00

（定休日：月曜日 )

ごはんがおいしい！
ラーメンがおいしい！
各種定食あります！

短時間でも１週間に数日でもＯＫ！
介護福祉士・介護職員初任者研修（旧２級ヘルパー）・
調理師等の資格者は優遇します。
詳しいことはホームページをご覧下さい。
まずは下記までお電話下さい。

便利屋　滝下
障子・襖の張り替え

建具修理
アミ戸の張り替えもいたします

庭木の手入れ他
掃除・草取り

家の修理致します
どんな小さなことでも

ご相談下さい

滝下　修秀（滝浜）
浦    郷

  電　　話　6-1537
携帯番号　090-7377-8221

Cafe Dining Bar    SHIMA

どんとカード会加盟店 マイバック利用促進店

どんとカード会

 
　　　　  当 3　  Ａ 組　２３１   B  組　４７１
　  Ａ

あ組 ２７６   あ組 ４１１ 　あ組 ８８１
い組 ３３４   い組 ４６４ 

どんとカード会商品券
≪今回は　 商品券を 5名様へ！≫
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～従業員募集～

 ㈲山下土木工事所
　　　電話（７－８８２１　担当：近藤）

　　一般土木、舗装工事に従事していただきます
　  条件：高卒程度、普通自動車免許所有

　  パソコンにて資料作成、役所への対応等
　  工事と現場の管理をしていただきます
　   要資格：１級または２級土木施工管理技士

＜給与・休日＞
　当社規定による
　　事前に電話連絡の上、履歴書を
　　ご持参ください
　　　＊経験者優遇します

ゴールデンウィークの営業時間は下記の通りです。
宜しくお願いいたします。

住まいのことなら

新築・建て替え
リフォーム

宅内上下水道工事

携 帯  

　

KA E D E

福祉用具のさか
●起きあがりが大変で、電動ベッ
　ドを使いたい。
●尿漏れが気になるので、失禁
　パンツを使ってみたい。
●長い距離が歩けなくなったの　
　で、電動カーに乗ってみたい。
●家に手すりなどを取り付けて
　欲しい。
など、介護のことは何でもご相談下さい。
【営業】月曜～土曜

※オムツなどの配達も承っており
ます。お気軽にお電話下さい。

下水道接続工事は
ぜひ㈲坂設備に
御相談下さい！！
　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

　㈲坂設備
　ＴＥＬ：７－８５１７
　ＦＡＸ：７－８０４６

　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

場所　別府港近く、別府駐在所前
携帯　090-7547-6233
　　   担当　原　日和

※ ご予約制（お電話下さい。）
ご高齢の方、出張カット致します。

島のほのぼの美容室

いとおか歯科クリニック
院長　糸岡  紹男

  ※日曜・祝日は休診

診察時間
午前　９：００～１２：００
午後　２：００～   ６：００
（土曜は午後休診）

電  話　６－１９８８
         FAX　 ６－１９９０

浦郷（浦郷診療所２階）

　　訪問診療をご希望の方は
　　ご連絡ください。

魚谷眼科医院
院長　魚谷　純　副院長　舩田雅之

午前　９：００～１２：３０
午後　３：００～   ６：００

☆土曜午後は２：００～５：００

鳥取県米子市上後藤２－３－３

（外浜街道・バス停後藤ヶ丘中学校前）

電話（0859）22-2246
ホームページ 

http://www.uotaniganka.com/

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ 訪問診療 ○ × 月 火 水 木 金 土

午前 ○ ○ ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × ○ △

通常シングル１室１名様5,940円のところ

隠岐在住の方限定！
　　　　　　　　

　　
　　　

　※他のプランとの併用は出来ません。
　　　　　　　　　　　　

ヘルシー朝食バイキング
　　　　　　お１人様　980円（税込）
　　　

JR 松江駅前
　　　松江アーバンホテル１号館２号館
　　   松江市朝日町５９０－３
　　　 電話　０８５２－２２－０００２
　　　 http://www.matsue-urban.co.jp

とって隠岐プラン

おすすめ
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お
く
や
み

　

藤
森　

曉
美　

 

77
歳 　

  　

波　

止　

　

下　
　

正
治　

 

92
歳 　

  　

浦　

郷　

　

升
本　

文
子　

  

77
歳 　
　

   

波　

止

，

　

寄
付
者
：
３
，
３
３
１
名

　皆さんは、西ノ島で一番古い石を知っていますか？

　それは、薄い緑色がかった「グリーンタフ」という石です。美田ダムなどで見ることができ、地元の人から

は「美田石」とも呼ばれています。湖の底に溜まった砂が固まったものなので、削りやすく加工しやすく、昔

から生活の中でよく使われていました。

　その昔、大山には石切り場があり、石切り場から切り出した石は、由良比女神社の本殿や拝殿の下に敷かれ

ています。また、古いお墓や家の垣根などにも使われています。

　美田の集落では、家の周りに出ているグリーンタフから貝の化石を見つけた人もいます。島後の同じ地層か

らは、巨大ワニの骨の化石が発見されています。

す
こ
や
か
に　

　

灘　
　

陽は
る
き喜　

　
　
　
　
　
　

浦　

郷

　

(

三
喜
夫

法
子

通天橋に続く遊歩道にも使われています。

美田ダム

３
月
末
現
在
、
の
べ
２
７
０
，
０
２
０

枚
の
レ
ジ
袋
が
節
約
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小

笠
原
で
す
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
て
病
院
送
り
に
さ

れ
た
初
日
か
ら
気
づ
け
ば
半
年
の
歳
月
が
経

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
の
自
己
紹
介
に
使

わ
れ
た
顔
写
真
が
「
違
う
人
じ
ゃ
ん
、
あ
れ

や
ば
い
よ
」
と
住
民
の
皆
さ
ん
に
言
わ
れ
何

度
も
挫
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
半
年
の
歳

月
が
経
ち
ま
し
た
…
笑

　

さ
て
、
半
年
も
の
間
に
何
を
し
て
い
た
か

と
言
え
ば
、
日
本
海
隠
岐
活
魚
倶
楽
部
さ
ん

と
浦
郷
水
産
さ
ん
を
中
心
に
研
修
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

水
産
加
工
は
今
ま
で
全
く
関
わ
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
こ
の
半
年
間
は
常
に
驚
き
の

連
続
で
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
刺
激
の

多
い
期
間
で
し
た
。
ま
た
、
町
内
以
外
で
も

様
々
な
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
の
で
学

び
の
半
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
ま
で
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
や
皆
さ
ん
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ

と
な
ど
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
海
隠
岐
活
魚
倶
楽
部
さ
ん
で
の
研
修

は
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
が
水
揚
げ
し
た
魚
の

流
通
形
態
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
深
く
学
び

た
い
と
思
い
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
海
隠
岐
活
魚
倶
楽
部
で
は
地
元
で
獲
れ

た
イ
ワ
ガ
キ
や
イ
カ
を
加
工
す
る
、
プ
ロ
ト
ン

凍
結
機
で
処
理
し
て
、
島
内
外
へ
出
荷
し
て
い

ま
す
。「
プ
ロ
ト
ン
凍
結
機
」
っ
て
知
ら
な
い

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
世
界
に

誇
れ
る
日
本
の
最
新
技
術
な
ん
で
す
。
一
般
の

冷
凍
機
よ
り
も
氷
の
結
晶
が
小
さ
く
、
細
胞
を

壊
さ
ず
新
鮮
な
魚
介
類
の
鮮
度
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
最
新
の
冷
凍
機
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ト
ン
凍
結
機
を
使
っ
て
出
来
た

加
工
品
に
は
イ
ワ
ガ
キ
な
ど
が
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
も
頻
繁
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
か
ら
６
月
が
旬
の
イ
ワ
ガ
キ
を
年
間
を

通
し
て
確
保
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
鮮
度
も

良
い
の
で
色
ん
な
形
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
っ
と
活
用
し

て
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
島
外
の
方
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
プ
ロ
ト
ン
凍
結
機
は
住

民
の
皆
さ
ん
に
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の

で
誰
で
も
気
軽
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

最
新
の
冷
凍
技
術
を
試
し
た
い
方
や
、
魚
を

釣
り
す
ぎ
た
り
、
お
か
ず
を
作
り
す
ぎ
た
場

合
も
食
材
を
冷
凍
し
て
自
宅
で
保
管
っ
て
こ

と
も
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
。
真
空
パ
ッ
ク
も
完

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
真
空
パ
ッ
ク
に
し
て

親
戚
な
ど
島
外
の
方
に
送
っ
て
る
方
も
い
る

そ
う
で
す
よ
。
ど
ち
ら
も
有
料
に
な
り
ま
す

の
で
、
使
用
し
た
い
場
合
は
日
本
海
隠
岐
活

魚
倶
楽
部
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

浦
郷
水
産
さ
ん
で
の
研
修
で
は
、
水
産
物

の
流
通
と
加
工
品
の
販
路
拡
大
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
研
修

を
し
て
き
ま
し
た
。
加
工
品
製
造
か
ら
販
路

拡
大
ま
で
の
仕
事
を
通
し
て
様
々
な
こ
と
を

学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
機
械
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
量
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
は
出
来
る
の

で
す
が
、
販
路
拡
大
し
て
し
く
た
め
に
は
地

元
の
特
産
品
の
特
徴
を
捉
え
差
別
化
し
、
ま

た
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て

製
品
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

加
工
品
の
販
売
は
本
当
に
難
し
い
で
す
。
頭

が
痛
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
販
路
拡
大
、

販
売
促
進
の
た
め
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
も
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
現
在
勉
強
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

地
元
の
新
鮮
な
食
材
や
加
工
品
は
素
晴
ら

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
素

晴
ら
し
さ
を
今
ま
で
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
情
報
発
信
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
今
年

度
は
地
元
の
加
工
品
事
業
者
の
皆
様
に
協
力

を
し
て
い
た
だ
き
、
加
工
品
を
集
約
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

実
は
西
ノ
島
に
は
加
工
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
あ
り
ま
せ
ん
。
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

行
事
な
ど
で
広
く
活
用
し
、
今
ま
で
以
上
に

西
ノ
島
の
加
工
品
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
加
工
品
を
入
れ
る
箱
の
大
き
さ
や
材

質
な
ど
も
検
証
し
て
い
く
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　

　

今
後
行
動
し
て
い
く
上
で
、関
係
者
の
方
々

に
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

▲プロトン凍結機
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喜
壱
郎
さ
ん
・
奈
々
さ
ん

お
し
ゃ
べ
り
が
達
者
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

家
で
は
い
つ
も
、
変
な
動
き
や
変
顔
を
し

て
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

妹
が
で
き
る
の
で
、
ど
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
っ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
　
灘な
だ

　
桜お
う
き喜 

　
く
ん
（
物
井
）

  

平
成
25
年
４
月
11
日
生
ま
れ
・
男
の
子

2016 年 5月の行事予定

1

8
直接搬入受付

おやこのブックカフェ
( 中央公民館研修室 )
〈10:00 ～ 16:00〉

15
全町一斉清掃

22
直接搬入受付
島前軟式野球大会
( 西ノ島総合公園 )

おとなのブックカフェ
( 中央公民館研修室 )
〈10:00 ～ 16:00〉

29

5

30

7

14
●土曜よろず朝市
(観光交流センター )
〈10:00～〉

ふるさと子ども体験隊
( 若者宿 )

21

28
●土曜よろず朝市
(観光交流センター )
〈10:00～〉

4

29

6
●全町燃えるごみ収集

●いきいき健康サロン
（倉ノ谷活性化センター）
〈13:30～ 15:00〉

13
●スッキリ体操教室
（シルバー会館）
〈９:30～ 10:15〉
（宇賀交流施設）
〈13:30～ 14:15〉

20
●いきいき健康サロン
（波止公会堂）
〈13:30～ 15:00〉

27

3

28

5
こどもの日
中央公民館休館日
牧畑草刈ボランティア・
自然観察会（鬼舞駐車場）
<9：00～ 12：00>

12
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（旧美田小学校）
〈10:00～12：00〉

●スッキリ体操教室
（美田児童館）
〈13:30～ 14:15〉

19
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（旧美田小学校）
〈10:00～12：00〉

26
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（旧美田小学校）
〈10:00～12：00〉

2
●全町燃えるごみ収集

27

4
みどりの日
中央公民館休館日

11
●不燃ゴミ収集(埋立ごみ)
家電リサイクル製品を除く

18
●リサイクル品(ビン)収集
●登記相談※要予約
（黒木公民館）
〈10:30～15：30〉

● IT なんでも相談室
（中央公民館）
〈11：00 ～ 13：00〉
〈14：00～16：00〉

25
●リサイクル品(ペット
ボトル)収集
●年金相談
（黒木公民館）
〈13:00～ 16:00〉

1
●リサイクル品(カン)
収集

26

3
憲法記念日
中央公民館休館日

10
●リサイクル品(カン)
収集
●おはなしのへや
( 中央公民館研修室 )
〈10:30 ～ 12:00〉

●いきいき健康サロン
（別府至誠館）

〈13:30～15:00〉

17

24
●いきいき健康サロン
（赤ノ江公民館）
〈14:00～ 15:00〉

31

25

2
●全町燃えるごみ収集

9
●全町燃えるごみ収集

16
●全町燃えるごみ収集

23
●全町燃えるごみ収集

●いきいき健康サロン
（三度もーもー館）
〈13:30～ 15:00〉

30
●全町燃えるごみ収集

2016 年 3月 31 日現在

■人口　　　　     2,925 人
■男　　　　　     1,440 人
■女　　　　　     1,485 人
■世帯数　　　     1,564 世帯   
■ 65歳以上人口　 1,272 人

朝
タ
～

体

朝
タ
～


